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暦
を
祝
し
て
謹
ん
で
本
書
を

小

山

勉

先

生

に

奉

呈

す

る
｡
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者
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年

三

月





九
州
大
学
教
授

小

山

勉

先
生

教
授
は
､
昭
和

1
1
年
六
月
二
〇
日
に
鹿
児
島
県
種
子
島
に
生
ま
れ
'
昭
和
四
二
年
早
稲
田
大
学
第

1
政
経
学
部
を
卒
業
後
､
直
ち

に
､
同
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
ま
れ
､
故
堀
豊
彦
教
授
の
下
で
政
治
学
修
士
号
を
取
得
の
後
､
東
京
都
立
大
学
大
学
院
社

会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
進
学
さ
れ
､
半
浮
草
麿
教
授
の
下
で
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
研
究
に
従
事
さ
れ
た
｡
そ
の
後
､
昭
和
四
八

年
に
新
潟
大
学
人
文
学
部
講
師
に
就
任
さ
れ
'
昭
和
五
二
年
に
は
助
教
授
'
昭
和
五
九
年
に
は
教
授
に
昇
進
さ
れ
た
｡
な
お
'
教
授
は
同

年
'
そ
の
重
厚
な
ト
ク
ヴ
ィ
ル
研
究
に
よ
っ
て
'
東
京
都
立
大
学
か
ら
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
｡
教
授
は
､
翌
昭
和
六
〇
年
に

法
学
部
教
授
と
し
て
九
州
大
学
に
着
任
さ
れ
'
政
治
学
史
お
よ
び
比
較
政
治
学
の
研
究

･
教
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
｡

教
授
の
学
問
的
関
心
は
､
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
自
由
の
実
現
を
め
ざ
し
た

1
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
中
軸

に
､
教
育
問
題
を
め
ぐ
る
国
家
と
教
会
の
対
立
を
切
り
口
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
近
代
国
家
の
形
成
過
程
の
研
究
'
さ
ら
に
近
代
国
家
全
般
の

比
較
政
治
学
的
分
析
に
ま
で
広
-
及
ん
で
い
る
｡
教
授
は
､
過
去
の
思
想
家
や
出
来
事
に
自
ら
の
世
界
観
を
仮
託
す
る
と
い
う
方
法
を
厳

し
-
拒
み
'
丹
念
な
研
究
を
驚
異
的
な
忍
耐
力
と
知
的
誠
実
さ
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
る
こ
と
で
､
か
え
っ
て
'
政
治
学
界
の
み
な
ら
ず
日

本
の
民
主
主
義
の
形
成
に
も
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
｡
教
授
の
代
表
的
論
文
の
タ
イ
ト
ル
の
一
部
で
あ
る

｢自
由
精
神
の
政
治
学

-
比
較

文
明
的
視
座
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
と
形
成
原
理
｣
は
､
ま
さ
に
教
授
御
自
身
の
知
的
営
為
を
端
的
に
特
徴
づ
け
て
い
る

｡

教
授
華

学
部
で
の
講
義

･
演
習
に
力
を
注
が
れ
る
と
と
も
に
､
西
欧
の
政
治
史

･
政
治
思
想
に
か
ん
す
る
該
博
に
し
て
深
い
知
見
に

よ
っ
て
､
政
治
学
専
攻
の
大
学
院
生
を
研
究
者
と
し
て
養
成
す
る
こ
と
に
も
熱
意
を
傾
け
て
こ
ら
れ
た
｡
教
授
は
ま
た
'
昭
和
六
三
年
よ

り
四
年
周
､
日
本
政
治
学
会
理
事
を
務
め
ら
れ
る

一
方
､
平
成
六
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
政
治
思
想
学
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
､
そ
の

間
､
平
成
七
年
五
月
に
本
学
で
開
催
さ
れ
た
政
治
思
想
学
会
研
究
大
会
の
運
営
に
お
い
て
開
催
校
理
事
と
し
て
大
い
に
活
躍
さ
れ
た
｡

大
学
人
の
任
務
の
三
本
柱
は
､
研
究

･
教
育

･
行
政
で
あ
る
と
日
頃
力
説
し
て
お
ら
れ
る
教
授
は
､
新
潟
大
学
時
代
に
学
部
改
組
に
力

を
尽
-
さ
れ
た
後
､
九
州
大
学
に
お
い
て
も
､
大
学
評
議
員
､
法
学
部
長
を
歴
任
さ
れ
､
現
在
は
図
書
館
長
の
職
に
あ
り
､
法
学
部
の
み

な
ら
ず
九
州
大
学
全
体
を
新
た
な
改
革

へ
と
導
-
べ
-
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
｡
厳
し
い
責
任
感
と
デ
リ
カ
シ
ー
の
感
覚
の
双
方
に
裏
付
け

ら
れ
た
教
授
の
精
力
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
全
学
的
に
高
-
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
'
多
言
を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
｡
今
後
と
も
私

た
ち
後
進
に
御
指
導
を
賜
わ
る
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
､
教
授
の
い
っ
そ
う
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
し
た
い
｡



小
山

勉

教
授

著
作
日
銀

著
書『近
代
政
治
思
想
の
諸
相
』
(編
著
)

御
茶
の
水
書
房

平
成

八
年

六
月

学
術
論
文

｢デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
に
お
け
る
個
人
主
義
｣

(『東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第

一
三
巻
第
二
号
)

昭
和
四
八
年

一
月

｢
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
に
お
け
る
民
主
的
集
権
の
諸
問
題

-

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
を
中
心
に
-
｣

(『法
政
理
論
』
第

1
0
巻
第

1
号
)

昭
和
五
二
年

九
月

｢
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
に
お
け
る
自
由
と
宗
教

I

l
八
四
〇
年
代
以
後
の
政
教
諸
問
題
を
手
が
か
り
に
-
｣

(岩
波
書
店

『思
想
』
)

昭
和
五
二
年

1
1
月

｢初
期
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の
知
的
形
成
と
そ
の
同
時
代
的
背
景

-

一
八
〇
五
年
か
ら

1
八
三

一
年
ま
で
-
｣

(『法
政
理
論
』
第

二

1巻
第
三
号
)

昭
和
五
五
年

二
月

｢
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の
自
由
精
神
の
政
治
学

-
比
較
文
明
的
視
座
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
と
形
成
原
理
-
｣
(
1
)

(『法
政
理
論
』
第

一
三
巻
第
二
号
)

昭
和
五
五
年

二

一月



｢ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の
自
由
精
神
の
政
治
学

-
比
較
文
明
的
視
座
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
と
形
成
原
理
-
｣
(二
)

(『法
政
理
論
』
第

一
三
巻
第
三
号
)

昭
和
五
六
年

三
月

｢ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の
自
由
精
神
の
政
治
学

1
比
較
文
明
的
視
座
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
と
形
成
原
理
-
｣
(三
)

(『法
政
理
論
』
第

1
四
巻
第

一
号
)

昭
和
五
六
年

1
1
月

｢
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の
自
由
精
神
の
政
治
学

-
比
較
文
明
的
視
座
か
ら
の
デ
モ
タ
ラ
シ
1
批
判
と
形
成
原
理
-
｣
(四
)

(『法
政
理
論
』
第

一
四
巻
第
三
号
)

昭
和
五
七
年

三
月

｢ト
ッ
タ
グ
ィ
ル
の
自
由
精
神
の
政
治
学

Ⅰ
比
戟
文
明
的
視
座
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
と
形
成
原
理
-

｣
(五

･
完
)

(『法
政
理
論
』
第

1
五
巻
第
二
号
)

昭
和
五
八
年

1
月

｢
ナ
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
と
サ
ン
シ
モ
ン
派

2

ー

『産
業
国
家
観
』
を
め
ぐ
っ
て
-
｣

｢
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
と

1.<
四
八
年
革
命
｣

｢
ア
ン
シ
ャ
ン
･
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
権
力
体
系
の
変
容
と

『後
見
政
治
』

(岩
波
書
店

『思
想
』)

昭
和
六
〇
年

七
月

(『政
治
研
究
』
第
三
三
号
)

昭
和
六
1
年

三
月

の
構
造
化

ー
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の

『行
政
的
専
制
』
国
家
解
剖
を
中
心
に
ー
｣(『法
政
研
究
』
第
五
三
巻
第
四
号
)

昭
和
六
二
年

三
月



｢
ラ
ム
ネ
I
の

『地
方
の
自
由
』
論
｣

(『法
政
研
究
』
第
五
四
巻
第
二
･

四
号
)

昭
和
六
三
年

三
月

｢
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の

『文
学
的
政
治
学
』
論

-

一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス

･
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の

一
考
察
-

｣(『法
政
研
究
』
第
五
五
巻
第

一
号
)

昭
和
六
三
年

一
〇
月

｢学
校
の

制度化
力
学
と
教
会

･

国
家

I
復

古王
政
期
を
中
心
と
し
て
-
｣

｢
レ
ジ
ー
ム
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
学
校

･
教
会

･
国
家

-
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
か
ら
第

1
帝
政
期
ま
で
I
｣

(『法
政
研
究
』
第
五
七
巻
第
四
号
)

平
成

三
年

三
月

(日
本
政
治
学
会
編
岩
波
書
店
刊

『日
本
政
治
学
会
年
報
』
)

平
成

三
年

八
月

｢
フ
ラ
ン
ス
近
代
国
家
形
成
に
お
け
る
学
校
の
制
度
化
と
国
民
統
合

3

-
七
月
王
政

･
第
二
共
和
政
期
を
中
心
に
-
｣

(『法
政
研
究
』
第
五
九
巻
第
三
･
四
号
)

平
成

五
年

三
月

｢
フ
ラ
ン
ス
近
代
国
家
形
成
と
知
の
権
力
性
の
集
権
的
制
覇

-
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
教
育
闘
争
を
め
ぐ
っ
て
-
｣

(『法
政
研
究
』
第
六

〇
巻
第
三
-

四
号
)

平
成

六
年

三
月

｢教
育
闘
争
と
知
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

ー
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
を
中
心
に
-
｣

(『法
政
研
究
』
第
六

一
巻
第
三
･

四
号
)

平
成

七
年

三
月

翻
訳B

･
バ
デ
ィ
t

P
･
ビ
ル
ン
ボ
ー
ム

『国
家
の
歴
史
社
会
学
』

日
本
経
済
評
論
社

平
成

二
年

九
月



そ
の
他
｢
1
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
反
集
権
主
義
的
国
家
論
の
系
譜
｣

(文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

一
般
研
究

(C
)
昭
和
六
〇
･
六

1
年
度
)

二

八
世
紀
の
革
命
と
近
代
国
家
の
形
成
｣

(文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究

(A
)
平
成
元

･
二
年
度
､
研
究
代
表
者

阿
部
斉
)

｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
渇
学
校
の
制
度
化
と
国
民
統
合
-
教
会
と
国
家
の
教
育
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ー
｣

(文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

一
般
研
究

(C
)
平
成
四
･
五
年
度
)

｢文
人
政
治
家
と
フ
ラ
ン
ス
近
代
政
治
精
神
の
特
徴
｣

(文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

一
般
研
究

(C
)
平
成
七

･
八
･
九
年
度
)

4
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